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　　④：特別融資制度における「パラダイム・チェンジ」    
　４：理事会における議論
Ⅳ：構造改革化の背景























までは決定されていた。しかし、この「途上国の利益のため（for the benefit of developing countries）」が、
貸付なのか贈与なのかが曖昧なままだったのである。このテーマに関する理事会での議論は10回を超え




177 SM/76/35, p. 3.
178 本稿での外国人名の日本語表記にあたっては、佐藤理史研究室（名古屋大学）のウェブサイト「外国人名の
72
－ 3 －－ 2 －
（ 　 ）（ 　 ）
カタカナ表記推定（2018年 1 月12日版）」（http://kotoba.nuee.nagoya-u.ac.jp/sc/tsuduri/）の推定結果を利
用した。
179 EBM/76/24, p. 16.
180 本稿ではIMFの理事をその出身国とともに示すが、正確には出身国と選出母体は異なる。1978年末時点をと
ると（de vries（1985）vol. 2, pp. 1045-1055）、出資額上位 5 カ国（米・英・西独・仏・日）とサウジアラビア






181 EBM/76/24, p. 10.
182 Ibid., p. 13.
183 併せて米国は、自国財務省保有の金も、（量はわずかであるが）市中売却している（75年 1 月95万 5 千オン
ス、 6 月50万オンス）。滝沢（1984） 188頁。
184 1973年から75年にかけての、金の取り扱いに対する途上国の立場については、de Vries（1985） vol.2, p. 613, 











































　具体的にはトラスト・ファンド設立時の決定付属文書（“Instrument to Establish the Trust Fund,” 
Decision No.5069-（76/22）, May 5, 1976.）のSection Ⅱ, Operations of the Trust, Paragraph 4（a）
において、融資から 5 年 5 カ月後から10年後までの半年毎・10回の分割払いによって返済しなければな
途上国への資金流入を伴うものでなければいずれも支持できないと強く批判した（de Vries（1985） vol. 3, pp. 
643-644）。
185 キッシンジャー提案については本稿（下・その 2 ）140頁参照。
186 この案のベースになったのは、当時、IMFの経済顧問兼調査局長であったポラック（Jacque Polak）の短い
レポートであったと思われる（De Vries（1985） vol. 2, pp. 614-615）。そのレポートでは、IMF保有金の処分
案として、金を割当額に応じて加盟国に返還する案と、市場で売却しその売却代金を「例えば開発金融機関に
投資するなどして、途上国の利益のために用いる」案が示されていた（Jacque Polak, “Paper on Gold,” May 
15, 1974, Reprinted in de Vries（1985） vol. 3, pp. 125-126）。




ンドネシアのハルマワン（Byanti Kharmawan）、ibid., p. 3）、「米国が最初に提起したトラスト・ファンドの
アイデアは、確かに、少なくとも暗黙には贈与の概念を含んでいた」（英国のブル、ibid., p. 6）、など。
189 EBM/76/31, p. 8.
190 EBM/76/52, p. 20.
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らない（shall repay）と明記すると同時に、Paragraph 4（d）において、最初の融資から 5 年後まで











の市場での売却は、前述のように1931976年 6 月から80年 5 月にかけて45回の入札によって実施されたが、
76年の最初の平均落札価格が 1 オンスあたり126ドルであったのに対して、79年 1 月には約219ドル、同
12月には約426ドルと急騰していた194。








191 Ibid., p. 23.
192 1979年から80年にかけてのトラスト・ファンドの清算に至る議論の概略はBoughton（2001） pp. 640-643参照。
193 本稿（下・その２）136頁の注157、同138頁の注162参照。
194 その後、売却価格は80年 2 月に約712ドルの最高値を付けている。
195 SFFは、第 6 次増資の遅れによるIMF資金の不足に対応しようとしたものである。本稿（下・その 2 ）141
頁の注173参照。
196 EBM/79/157.





























198 EBM/79/157, p. 9, EBM/80/5, p. 24, EBM/80/96, p. 8.
199 米国財務省の金売却は、注183で述べた1975年の売却以降停止していたが、1978年 5 月に月 1 回の定例売却
を開始した。78年11月にはドル防衛策の一環として売却量を拡大したりもしているが、1979年11月を最後とし、
80年代初めの金価格高騰期にも再開することはなかった。米国の金政策の推移については滝沢（1984）参照。
200 EBM/80/96, pp. 26-28．
201 TR80/9.
202 トラスト・ファンド資金は、1975年 8 月末時点の適格国（低所得国）に融資されているが、同じ基準で適格
となる国が、それ以降、12カ国IMFに加盟していた。TR/80/9, p.5.
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216 EBM/80/181, p. 14.
217 Ibid., pp. 15-16.
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　前述の1980年12月17日の決定で定められた、86年 6 月末の期限まであと 1 年余りとなった85年春、新
たな議論が始まる。
221 EBM/80/182.
222 Decision No. 6704 - （80/185）TR, December 17, 1980, in EBM/80/185.





























224 Boughton（2001） p. 637.
225 IMF, Annual Report, 1985, p. 130.
226 EBS/85/183, p. 15.
227 本稿（下・その 2 ）139頁。
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・ファンドの支援を受けた国の調整は
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、ほとんどの場合
3 3 3 3 3 3 3
、結果的に不
3 3 3 3 3
十分であることが明らかとなった





















　また、議事録によれば、この日最も長い時間発言したのはタンザニアの理事ムテイ（E. I. M. Mtei）
であった。その一部を引用してみよう。
228 EBS/85/183, p. 4.
229 Ibid., p. 5.
230 EBM/85/141, pp. 34-39.
231 EBM/85/142, p. 6.










3 3 3 3 3 3
、既存の生産能力の回復とその拡張を通じた成長を重視する中長期の枠組みに組み込まれた構造
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調整プログラム
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けて、保有する金の 3 分の 1 （約5,000万オンス）を売却したが、 3 分の 2 は保有したままであった。金
価格はその後も高値圏にあり、しかも協定の第 2 次改正によってIMFが金を保有する必要性は協定上






























236 IMF協定の第 2 次改正は、IMFにおける金の廃貨、変動相場制の容認を主たる内容とし、1976年 4 月30日に
総務会で決定、各国の批准を経て、78年 4 月 1 日に発効した。第 2 次改正によって、トラスト・ファンドによ
る売却後も保有する 3 分の 2 の金（約 1 億オンス）について、加盟国の85%の賛成をもって、任意の量を市場
価格で売却することも（第 5 条第12項（c））、割当額に比例する量を加盟国に旧平価（ 1 オンス＝35SDR）で
売却することも（同項（e））可能となった。なお、第 2 次改正以前の協定では、加盟国もIMF自身も平価以外
の価格で金を売買することは禁止されていた（旧第 4 条第 2 項、旧第 5 条第 1 項）。トラスト・ファンドの設
立という特別な手続きをとったのは、第 2 次改正協定の発効前に、この禁止規定を回避して金を時価で売却す
るためであった。
237 de Vries（1985） vol. 1, p. 360.
238 オイルファシリティ（第 1 次、第 2 次）の融資条件については、本稿（下・その１）21頁参照。
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トメントが必要であることが明らかとなった」と述べている239。
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。同時に、単純に総需要
3 3 3 3 3 3
の抑制を目指すIMFの通常の融資条件もまた適切ではない
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239 Boughton（2001） p. 640.
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